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【講義のねらい】 

対象者との間に音楽を存在させるひとつの手段として、鍵盤楽器がある。楽曲の特徴をとら

え、シンプルな音やコードやリズムに置き換えると、楽譜から離れることができ、対象者へ

の対応に気持ちを向けることができる。対象者の思いを受け止め、目的に応じて柔軟に音楽

を変化させるためには何が必要なのかを考える。 

 

 

 

【講義概要】 

 

目的に応じて柔軟に音楽を変化させるための音楽理論を学ぶ 

 

・音楽の特徴をとらえる 

・コードから主要三和音をとらえる 

・シンプルにして変化しやすくする 

・対象者に合わせて変化させる 

・対象者の表現が生きるよう支える 

 

 

 

【教科書(テキスト)】 

なし 
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